
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

係
か
ら

●第１土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）

広 報 み よ し（ ） 

11月１日 発行
No.885

現在のけやき並木通り

昭和 年当時のけやき並木通り

▲上富のけやき並木通り　上富の中央を南北に抜け、その両側約2.5kmにわたりけやきが立ち並ぶ「けやき
並木通り（六間道）」。昭和45年当時、舗装されたばかりの道の両端には、各家の屋敷林の外周に植えら
れたけやきが道に沿って並木のように深々と連なって見えました。現在、交通量が増加し、けやきも当時
に比べ少なくなりましたが、町保存樹木の指定を受けた246本のけやきが道沿いに立ち並び、未だに江戸時
代の開拓地であることを感じさせる景観が残されています。

平成 年度決算概要のお知らせ‥‥‥‥‥ ２-４
路上喫煙禁止区域の指定について、三芳
　町長選挙のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５
川越税務署よりお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）‥‥‥‥ ７
児童虐待、ひとり親家庭等の医療費助成‥‥ ８-９
介護予防‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０
町の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１

みんなの消防‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２-１３
教育だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４
産業祭チラシ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １５-１６
教育だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７-１９
みんなのひろば‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２０-２１
ウォッチング、児童館だより‥‥‥‥‥２２-２３
お知らせ、くらしの情報、無料相談の

　お知らせ、リサイクルの広場‥‥‥‥‥‥２４-２９
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば‥‥‥ ３０

目　次

広
報
み
よ
し　

第
八
八
五
号　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

清掃センター対策協議会協定書締結式

【
問
題
１
】
平
成
21
年
度
の
歳
入

で
、
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
て

い
る
税
は
何
で
し
ょ
う
？

町
税　

民
生
費　

町
債

【
問
題
２
】「
子
ど
も
の
虐
待
を
防

止
す
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
る
リ
ボ
ン
。
色
は

何
色
で
し
ょ
う
？

白　

ピ
ン
ク　

オ
レ
ン
ジ

【
問
題
３
】『
若
返
り
の

ビ
タ
ミ
ン
』
と
し
て

最
近
注
目
を
集
め
、
レ

バ
ー
・
ア
ー
モ
ン
ド
・

玄
米
な
ど
か
ら
摂
取
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は

ビ
タ
ミ
ン
「
何
」
？

Ｅ　

Ｃ　

Ｏ

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
11
月
15
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【

月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

問
題
３

（
応
募
総
数
35
通
、
正
解
33
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
　
　

教
育
・
文
化
週
間
（
〜
７

日
）

３
日　

文
化
の
日

７
日　

立
冬

　
　
　

国
有
財
産
の
日

日　

技
能
の
日

　
　
　

公
共
建
築
の
日

日　

介
護
の
日

日　

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
（
〜

日
）

日　

家
族
の
日

日　

勤
労
感
謝
の
日

日　

税
関
記
念
日

11　月　の　こ　よ　み

★
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
出
席
人

数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
町
民
の

方
々
の
意
識
の
高
さ
、
自
分
の
町
を

よ
り
良
く
し
た
い
と
思
う
方
の
多
さ

を
知
り
、
嬉
し
い
で
す
。
（
み
よ
し

台
Ｉ
さ
ん
）

★
三
芳
町
民
文
化
祭
で
は
、
作
品
展

示
・
イ
ベ
ン
ト
・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
等

い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
子
ど
も
と
一

緒
に
文
化
・
芸
術
に
ふ
れ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。
（
藤
久
保
Ｄ
さ
ん
）

★
三
芳
町
に
引
越
し
て
き
て
２
年
。

教
育
だ
よ
り
に
載
っ
て
い
た
三
芳
町

の
移
り
変
わ
り
が
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
（
藤
久
保
Ｋ
さ
ん
）

●
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
本
好
き

に
▽
０
歳
児
か
ら
中
学
生
の
環
境

と
読
書
〜
三
芳
町
で
は
今
〜
▽
講

師
／
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
・
藤

久
保
中
学
校
図
書
館
司
書
・
町
立

図
書
館
副
館
長
▽
日
時
／
11
月
28

日

、
午
前
10
時
20
分
〜
午
後
０

時
30
分
▽
場
所
／
町
立
中
央
図
書

館
２
階
視
聴
覚
室
▽
参
加
費
／
100

円
▽
定
員
45
名
（
11
月
25
日

締

め
切
り
）
▽
対
象
／
子
育
て
中
の

方
、
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る

方
、
学
生
▽
連
絡
先
／
水
野

・

Ｆ
Ａ
Ｘ
259

９
９
７
４

●
県
立
所
沢
お
お
ぞ
ら
特
別
支
援

学
校
文
化
祭
▽
開
校
し
て
初
め
て

の
文
化
祭
。
皆
さ
ま
の
ご
来
校
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
▽
開
催
日
／

11
月
20
日

▽
内
容
／
ス
テ
ー
ジ

発
表
（
小
学
部
低
・
高
学
年
、
中
学

部
、
高
等
部
１
・
２
年
）
・
作
業
班

模
擬
店
・
生
徒
作
品
展
示
（
※
開

催
時
間
…
午
前
９
時
50
分
〜
11
時

50
分
、
午
後
１
時
10
分
〜
１
時
40

分
）
・
終
わ
り
の
集
会
▽
連
絡
先
／

菊
池

04

２
９
５
１

１
１
０
２

●
ゴ
ス
ペ
ル
☆
10
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト N

-g
os V

oice

▽
日
時
／
11

月
28
日

、
開
場
／
午
後
２
時
、
開

演
／
午
後
２
時
30
分
▽
場
所
／
コ
ピ

ス
み
よ
し
▽
入
場
無
料
▽
連
絡
先
／

長
島

090

８
７
４
７

１
２
３
８

●
裏
千
家
茶
の
湯
み
す
ま
る
会
「
音

楽
の
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
茶
会
」▽
第
一

部
／
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
演
奏
▽

第
二
部
／
気
軽
で
た
の
し
い
お
茶
会

▽
日
時
／
12
月
15
日

、
午
後
２
時

〜
▽
場
所
／
竹
間
沢
公
民
館
ホ
ー

ル
▽
会
費
／
700
円
▽
み
す
ま
る
会
は

会
員
も
募
集
中
で
す
。（
第
一・
第
三

木
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
竹
間
沢
公

民
館
に
て
）▽
連
絡
先
／
関

259

１
５
４
９
・
永
井

259

０
２
９
４

●
「
カ
ル
メ
ン
」
「
オ
ペ
ラ
・
リ

リ
カ
ふ
じ
み
野
」
（
プ
ロ
・
ア
マ

共
演
）
▽
プ
ロ
の
ソ
リ
ス
ト
、
フ

ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー
、
ま
た
児
童

40
名
余
り
出
演
。
本
格
的
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
で
華
や
か
に
演
じ

ま
す
。
▽
プ
レ
公
演
／
11
月
27
日

、
午
後
５
時
開
演
、
２
千
円
▽

本
公
演
／
11
月
28
日

、
午
後
１

時
30
分
開
演
、
３
千
円
▽
場
所
／

ふ
じ
み
野
市
立
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
▽
連
絡
先
／
堤

090

５
４
４
７

３
１
７
６

●
家
事
会
計
講
習
会
「
生
活
上
手

に
な
る
三
つ
の
習
慣
」
・
家
計
簿
を

つ
け
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
暮
ら
し
・
夕

食
作
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
▽
日
時
／

11
月
16
日

、
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所
／
み
ず
ほ
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
▽
参
加
費
／
300
円
▽
定

員
／
25
人
（
申
込
順
）
▽
連
絡
先

／
松
本

253

１
９
２
０

●
短
詩
形
文
芸
で
あ
る
短
歌
に
関

心
・
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
初
心

者
・
ベ
テ
ラ
ン
を
問
い
ま
せ
ん
。

御
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
／
毎
月
第
二
月
曜
日
、
午

後
１
時
〜
４
時
▽
場
所
／
藤
久
保

公
民
館
▽
月
会
費
／
千
円
▽
連
絡

先
／
中
村

258

４
３
５
３

参
加
者
募
集

お
い
で
く
だ
さ
い

●人口と世帯（平成22年9月末）●人口／38,613人　●男／19,393人　●女／19,220人　●世帯数／15,470世帯



諸収入

千円

％

　一般会計においては、歳入決算総額は130億5,707万
1,481円で、前年度決算に比べ12.6%の増、歳出決算総額
は123億7,737万3,879円で、前年度決算に比べ13.6%
の増となっております。
問い合わせ　財務課　（内線 ）

平成 年度一般会計決算の概要を お知らせします

●歳入説明

町　　　税　　　：町民の方より納付されたお金で、町民税・固定資産税・軽自動車税などが主なものです。

地方譲与税　　　：国が徴収した税金の一部が市町村へ配分されたものです。

地方消費税交付金：消費税の一部である地方消費税（市町村分）が県より、市町村へ交付されたものです。

地方特例交付金　：国の減税措置によって、町の税金が不足したことにより国から交付されたものです。

地方交付税　　　：市町村間における行政サービスの格差をなくすため一定の基準により国から交付されたもの

　　　　　　　　　　です。

分担金及び負担金：町が行う特定の事業により利益を受けるものが負担するもので、その財源はその事業に充てら

　　　　　　　　　　れます。

国・県支出金　　：町が行う事業で、その事業が国・県の補助の対象になることにより交付されるものです。

繰　越　金　　　：前年度の剰余金が繰越されたものです。

諸　収　入　　　：貸付金元利収入、広告収入等の雑入などによるものです。

町　　　債　　　：小学校改修事業、下水道整備事業などの経費の財源として銀行等から借入したものです。

そ　の　他　　　：基金繰入金、使用料及び手数料、土地売払収入、その他交付金、寄付金などによるものです。

 議会費（議会の運営等に必要な経

費です。）

　・議会だより発行事業

　・議会会議録検索システム事業

 総務費（町の全般的な管理等にか

かる事務経費です。）

　・集会所整備事業

　・文化振興事業

　・交通安全対策事業

　・防災対策事業

　・広報みよし発行事業

 民生費（町民一人ひとりの一定水

準の安定した生活を保障するため

の経費です。）

　・介護保険事業

　・地域福祉バス利用料助成事業

　・こども医療費支給事業

　・ ファミリーサポートセンター運

営事業

　・児童手当支給事業

 衛生費（町民の一人ひとりが健康

で衛生的な生活が出来るようにす

るための経費です。）

　・予防接種事業等

　・環境調査事業

　・一般廃棄物収集運搬事業

　・ごみ共同処理（可燃物）負担事業

 労働費（失業対策など就業に関す

る経費です。）

　・内職相談事業

　・労働事業

　・勤労者住宅資金貸付事業

 農林水産業費（農林水産業の振興

などに使われる経費です。）

　・農業改善事業

　・畑作土壌改良事業

　・特別栽培（有機）推進事業

　・産業祭補助事業

 商工費（商工業の発展や観光事業

のために使われる経費です。）

　・商工会補助事業

　・産業振興対策事業

　・消費生活相談事業

 土木費（道路や公園、住宅などの

整備にかかる費用、街づくりに関

する経費です。）

　・公園等築造事業

　・土地区画整理推進事業

　・都市計画道路用地取得事業

　・道路拡幅事業

　・一般下水道整備事業

 消防費（消火活動や風水害・地震

などの災害を防ぐための活動にか

かる経費です。）

　・ 入間東部地区消防組合運営費負

担事業

　・消火栓設置費負担事業

 教育費（学校教育・生涯教育に関

わる経費です。）

　・生涯学習活動促進事業

　・図書館資料購入整備事業

　・ 唐沢小学校校舎耐震補強整備事業

　・給食センター施設整備事業

　・健康増進スポーツ振興事業

 公債費（学校・公園等の公共施設

の整備の資金として借入したお金

の元金・利息分を返済するもので

す。）

 諸支出金（将来の負担に備え基金

へ積み立てする経費などです。）

●歳出の主な状況

町税

千円

％

地方消費税交付金

千円

％

地方譲与税

千円

％

その他

千円

％

分担金及び負担金

千円

％

地方交付税

千円

％

国・県支出金

千円

％

繰越金

千円

％

町債

千円

％

地方特例交付金

千円

％

歳入決算額歳出決算額

議会費

千円

％

商工費

千円

％

土木費

千円

％

労働費

千円

％

衛生費

千円

％

農林水産業費

千円

％

教育費

千円

％

民生費

千円

％

公債費

千円

％

総務費

千円

％

諸支出金

千円

％

消防費

千円

％

歳　　入
千円

歳　　出
千円

（ ）広 報 み よ し 広 報 み よ し（ ） 



みずほ台駅・鶴瀬駅・ふじみ野駅
周辺で、路上喫煙は禁止です!!
　富士見市では、「富士見市をきれいにする条例」に基づき、みずほ台駅・鶴瀬
駅・ふじみ野駅周辺を「路上喫煙禁止区域」に指定しました。これにより、各駅周
辺での路上喫煙は禁止となりますので、皆さんのご理解・ご協力をお願いします。
問い合わせ　富士見市まちづくり環境部環境課　 251－2711（内線299）

　本年10月１日より、「みずほ台駅」・「鶴瀬駅」・
「ふじみ野駅」周辺は、「美化推進重点地域」及び
「路上喫煙禁止区域」として指定されました。

　　「美化推進重点地域」・・・・・・・・
　　「路上喫煙禁止区域」・・・・・・・・

路上喫煙とは・・・・
　道路、公園その他屋外の公共の場所でたばこを吸うこ
と、及び火のついたたばこを持つことです。また、歩き
ながらの喫煙だけでなく、「座って」・「自転車に乗っ
て」の喫煙、「携帯灰皿」の喫煙も含まれます。

み
ず
ほ
台
駅
周
辺

ふ
じ
み
野
駅
周
辺

鶴
瀬
駅
周
辺

（ ）広 報 み よ し

三
芳
町
長
選
挙
の
お
知
ら
せ

－

投
票
日
は

月

日

で
す

－

立
候
補
届
等
に
つ
い
て

▽
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

日　

時　

11
月
11
日

　

午
前
10
時
〜

　

会　

場　

三
芳
町
役
場
301
会
議
室　

▽
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

　

日　

時　

12
月
６
日
　

午
前
10
時
〜

　

会　

場　

三
芳
町
役
場
401
会
議
室

▽
立
候
補
届
出
の
受
付

　

日　

時　

12
月
14
日
　

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

会　

場　

三
芳
町
役
場
301
会
議
室

投
票
に
つ
い
て

▽
投
票
日　

12
月
19
日

▽
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時
ま
で

開
票
に
つ
い
て

▽
開
票
日
（
※
即
日
開
票
）

　
　
　
　
　

12
月
19
日
　

午
後
９
時
〜

▽
会　

場　

三
芳
町
役
場
３
階
会
議
室

※
三
芳
町
長
選
挙
の
投
票
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
は
、
12
月
１
日
に
発
行
す
る
「
広
報
み
よ
し

12
月
号
」
と
一
緒
に
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

三
芳
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
合
政
策
課
内
）

　

（
内
線
４
０
２
・
４
０
３
）

広 報 み よ し（ ） 

 

平
成

年
度

特
別
会
計
決
算
の
状
況

各会計名称 歳入 歳出 実質収支額

国民健康保険特別会計 4,103,904,980円 3,835,984,626円 267,920,354円

老人保健特別会計 78,228,109円 71,427,394円 6,800,715円

介護保険特別会計 1,283,133,442円 1,204,640,932円 78,492,510円

後期高齢者医療特別会計 246,637,028円 244,640,422円 1,996,606円

下水道事業特別会計 889,266,573円 843,634,120円 45,632,453円

水道事業会計 775,990,965円 1,038,848,702円 △262,857,737円

合計 7,377,161,097円 7,239,176,196円 137,984,901円

＊水道事業会計は、収益的収入と資本的収入、収益的支出と資本的支出の合計額です。

指　標　名 決算比率
早期健全化基準
（国の基準）

財政再生基準
（国の基準）

実質赤字比率 － 13.67％ 20％

連結実質赤字比率 － 18.67％ 40％

実質公債費比率 7.3％ 25.00％ 35％

将来負担比率 86.5％ 350.00％ －

１. 健全化判断比率

会　計　名 決算比率
経営健全化基準
（国の基準）

水道事業会計 －
20％

下水道事業特別会計 －

２. 資金不足比率

※実質赤字、連結実質赤字及び資金の不足比率については、黒字のため「－（該当なし）」の表示をしています。

【指標の説明】

・実質赤字比率…………市町村の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

・連結実質赤字比率……全ての会計の赤字・黒字を合算し、市町村全体としての赤字の程度を示す比率です。

・実質公債費比率………市町村の借入金の返済分等の大きさを指標化し、財政負担を見るための比率です。

・将来負担比率…………市町村の借入金や将来支払が見込まれる負債分を指標化し、将来の負担を示すものです。

・資金不足比率…………公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比率を示し、経営状況を把握するものです。

平成21年度決算に基づく、
「財政健全化判断比率」及び「資金不足比率」のお知らせ

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成 年度決算に係る健全化判断比率等

を公表いたします。

　本町の 年度決算からの比率においては、国の基準である早期健全化基準・財政再生基準・経

営健全化基準を下回っている状況です。



み
よ
し
女
性
相
談
（
予
約
制
）

面
談
も
し
く
は
電
話
相
談

　

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
悩
み
・
困
り
ご
と

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫
婦
の
こ
と
・
家
族

　

の
こ
と
・
自
分
の
生
き
方
・
心
身
の
不
安

　

・
職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
な
ど

日
時　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

場 

所　

役
場
１
階　

住
民
相
談
室
（
１
人
50　　　　

分
間
）

相
談
員　

専
門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
み　

総
合
政
策
課
人
権
推
進
係

　

（
内
線
４
０
４
・
４
０
５
）

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
274

１
０
５
５

女
性
の
た
め
の
法
律
講
座

日
時
及
び
テ
ー
マ

第
１
回　

11
月
10
日

、
午
前
10
時
〜
正
午

　

 

「
知
っ
て
お
き
た
い
夫
婦
の
法
律
知
識

（
離
婚
等
）
」

第
２
回　

11
月
17
日

、
午
前
10
時
〜
正
午

　

 

「
知
っ
て
お
き
た
い
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
法
律
知
識
」

第
３
回　

11
月
24
日

、
午
前
10
時
〜
正
午

　

 

「
職
場
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
パ
ワ
ー･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

場
所　

さ
い
た
ま
共
済
会
館

対
象
者　

一
般
県
民
（
女
性
）

定
員　

80
名　
　

参
加
費
用　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

各
回
の
前
日
ま
で
に

　

電
話
予
約
。
定
員
に
達
し
次
第
締
切
。

　

埼
玉
弁
護
士
会   

048

７
１
０

５
６
６
６

川
越
税
務
署
よ
り
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

    　

　
　
　

川
越
税
務
署　

２
３
５

９
４
１
１

　

川
越
税
務
署
で
は
、
管
内
の
源
泉
徴

収
義
務
者
の
方
々
を
対
象
に
「
平
成
22

年
分
年
末
調
整
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

川
越
税
務
署
法
人
課
税
第
２
部
門

平
成
22
年
分　
　
　

　

年
末
調
整
説
明
会

　

川
越
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

青
色
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
の
「
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

川
越
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

青
色
申
告
決
算
説
明
会

平成22年分年末調整説明会

月　日 時　間 場　　　所

11月16日
午後2時

～

午後4時

三芳町文化会館
コピスみよし

三芳町大字
藤久保1100 1

11月17日 川越市市民会館 川越市郭町1 18 7

11月18日 坂戸市文化会館 坂戸市元町17 1

（注）各会場とも駐車場が狭いため、来場にはなるべく電
車・バスなどをご利用ください。

青色申告決算説明会（事業所得者）

月　日 時　間 場　　　所

12月７日 午後1時30分～ 毛呂山町福祉会館
毛呂山町岩井西
5 16 1

12月９日
午前9時30分～

富士見市
市民総合体育館

富士見市鶴馬
1887 1

午後1時30分～

12月10日
午前9時30分～

坂戸市文化会館 坂戸市元町17 1
午後1時30分～

12月13日
午前9時30分～

川越市市民会館 川越市郭町1 18 7
午後1時30分～

青色申告決算説明会（不動産所得者）

月　日 時　間 場　　　所

12月８日 午前9時30分～ 川越市市民会館 川越市郭町1 18 7

相続又は贈与等に係る生命保険契約や
損害保険契約等に基づく年金の税務上
の取扱いの変更について

　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険金の

うち、相続税の課税対象となった部分については、所得

税の課税対象にならないとする最高裁判所の判決があり

ました。

　そこで、このような年金に係る税務上の取扱いを改め

ることとしましたので、お知らせします。これにより、

平成17年分から乎成21年分までの各年分について所得税

が納めすぎとなっている方につきましては、その収めす

ぎとなっている所得税が還付となります。

　お手数をお掛けしますが、必要な手続き（更正の請求

又は確定申告など）をしていただきますようお願いいた

します。

　この取扱いの変更の対象となる方や所得税の還付のお手

続きについては、国税庁ホームぺージ［www.nta.go.jp］

をご覧いただくか、最寄りの税務署ににお問い合わせく

ださい。

※平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付でき

る期限となりますので、お早目のお手続きをお願いします。

※受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対

象となる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じ

なかった方も対象となります。

問い合わせ　川越税務署個人課税第１部門

　

今
年
は
、「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
」

を
テ
ー
マ
に
、
国
税
庁
が
取
り
組
ん
で

い
る
各
種
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
I
Ｔ
化
を
通
じ
た
納
税
環
境
の
整
備

　

申
告
・
納
税
の
際
の
納
税
者
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
化
を
通

じ
た
納
税
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
Ｘ
）
の
ほ

か
、
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
、

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
（
よ
く
あ
る
税
の

質
問
）、
動
画
と
図
解
で
解
説
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
番
組
（W

eb

－T
ax

－T
V

）
な
ど
、
税
に
関
す

月

日
〜

日
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。

る
情
報
を
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
ま

す
。

○
国
際
化
へ
の
対
応

　

国
際
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
際
的
租
税
回
避
へ

の
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実

現
の
た
め
の
取
組
や
国
際
的
な
二
重
課
税
の
防
止
等

の
た
め
の
相
互
協
議
、
租
税
条
約
に
基
づ
く
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
を
は
じ
め
と

し
た
各
国
税
務
当
局
と
の
協
力
・
協
調
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

★
国
税
庁
へ
の
要
望
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
す
る
「
税
を
考
え

る
週
間
」
特
集
ペ
ー
ジ
に
、納
税
者
の
皆
様
か
ら
「
国

税
庁
に
対
す
る
要
望
」
等
を
お
聞
き
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

国税庁 検  索

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

　　　　 ドメスティック･バイオレンス

DVのない社会に
　夫や恋人など親密な関係にある男性からふるわれる暴力のことです。殴る・蹴る・平手でた

たくなどの身体的暴力のほか、おどす・ののしる・「誰のおかげで生活できるんだ」等暴言を

あびせるなどの精神的暴力、性行為の強要・避妊に協力しないなどの性的暴力、生活費を負担

しない・少額しか渡さないなどの経済的暴力等があり、多くの場合このような暴力が重複して

ふるわれています。被害者の多くは女性です。「自分さえ我慢すればいい」「自分にも非があ

った」などと思わないでください。あなたに責任はありません。

　理由は何であれ、暴力はふるった方が悪いのです。DVは女性の心身を傷つける決して許され

ない人権侵害です。

DV（ドメスティック・バイオレンス）とは

　暴力を容認しがちな社会風潮、女性を男性

より低く見る意識、男女の固定的な役割分担

意識、経済力の格差などが存在しています。

DVの背景

　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律

（DV防止法）では、配偶者からの暴力（配偶者又は配偶者で

あった人からの身体に対する暴力に限る。）を受けている者を

発見した人は、その旨を配偶者暴力相談支援センター、警察官

に通報するよう努めることとなっています。（第６条第４項）

DV防止法では

ＤＶに関する相談機関　　　 　　　　　　　　　　　緊急の場合は迷わず１１０番!!

実施機関・相談の名称 受付日 受付時間 電話番号

埼玉県配偶者暴力相談支援センター
（婦人相談センター ＤＶ相談室）

月～土
日・祝

9：30～20：30
9：30～17：00
（年末年始を除く）

048－863－6060

「Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ さいたま」
（埼玉県男女共同参画推進センター）

月～土
第3木曜日を除く

10：00～20：30
（休日･年末年始を除く） 048－600－3800

警察安全相談
（東入間警察署　生活安全課）

月～金
9：00～17：00

（休日･年末年始を除く） 049－269－0110

埼玉県警察犯罪被害者相談センター 月～金
8：30～17：15

（休日･年末年始を除く） 0120－381858

　

　母親が殴られるのを見て育つと、子どもの心に深い

傷を残し様々な心身の症状が表れることもあります。

子どもが見ている前で暴力をふるうことは児童虐待で

す。（児童虐待防止法第２条第４号）　

子どもも被害者

　県や町では女性に対する暴力をなくすため

の取り組みの一つとして、相談窓口を設けてい

ます。一人で悩まず勇気を出してご相談くださ

い。また、暴力を受けている人がいたら是非こ

の相談窓口を教えてあげてください。皆さんの

ご理解、ご協力をお願いします。

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク



　
　　　　　　　　　　　　　　　　　三芳町子どもを守る地域ネットワーク協議会では、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　児童虐待防止推進月間にあたり、協議会関係機関及び　

　　　　　　　　　　　　　　　　　住民の方を対象に次のとおり講演会を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　日時　11月12日 、午後２時30分より

　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　三芳町総合体育館研修室（３階）

講師　日本社会事業大学　専門職大学院　准教授　宮島 清　氏

テーマ　「子どもの虐待のほんとうの姿」　～家族支援の視点から～（仮題）

申 込み　参加を希望される方は、事前に児童福祉係（内線166）までご連絡ください。ただし、

当日、定員（90名）に満たなければ、事前予約がない場合でも参加できます。

談 児童虐待を防止するには、
まず相談を…。

●「虐待を受けたと思われる子ども」をみつけたときは…。
　あなたのまわりに「虐待を受けたと思われる子ども」

がいたら、すぐにこども支援課や川越児童相談所などに

連絡（通告）してください。通告は子どもを守るための

ものです。（「児童虐待の防止等に関する法律」により）

　また、連絡した人が特定されないように秘密は守られ

ます。

　「虐待」や「通告」というと身構えしてしまいがちで

すが、気になる親子について連絡することは、その家庭

に支援の手を差し伸べる大切なきっかけとなります。

●虐待を受けているとき…。
《例えば》　家族の誰かにいやなことを言われたり、いや

なことをされたり、お腹がすいても食べるものがなかっ

たり、叩かれたりして痛い思いをしていたら

●子育てについて不安を持っているとき…。
《例えば》　自分だけがうまく子育てできていない、助け

てくれる人がいない、子どもの行動が気に入らない、こ

の子がいなかったら、などと思ってしまい、自分を追い

つめていたら

相談場所 受付時間 電話番号

こども支援課
直通ダイヤル
（子供についての
相談・虐待相談）

月～金曜日
午前8時30分
～午後5時

258 0055
（祝日は除く）

保健センター
（育児相談）

月～金曜日
午前8時30分
～午後5時

258 1236
（祝日は除く）

教育委員会
（教育相談）

月～金曜日
午前9時30分
～午後4時30分

274 1023
（祝日は除く）

川越児童相談所
月～金曜日
午前8時30分
～午後6時15分

223 4152
全国共通ダイヤル
0570 064 000
（祝日は除く）

休日夜間児童虐待
通報ダイヤル

●月～金曜日
午後6時15分～翌日
午前8時30分まで
●土・日・休日
24時間（終日）

048 779 1154

ひとりで悩まず、相談してください。

困ったら悩まず、電話してね！

講演会のご案内

ひとり親家庭等の医療費助成
　町では、母子・父子家庭等のひとり親家庭等のみなさんが病気やケガで医療機関にかかった場
合、その医療費の一部を助成しています。　問い合わせ　こども支援課児童福祉係（内線165）

助成を受けるには申請が必要です。

【対象者】

　母子家庭、父子家庭、親がいないため親に代わって

その子どもを育てている養育者家庭、または父（母）

に一定の障害がある家庭。

※18歳に達した日以後の最初の３月31日まで（障害20歳未 

満）の児童を養育している家庭で、所得制限があります。

【助成内容】

　保険診療にかかる一部負担金。

　※高額療養費、附加給付金、自己負担金を除く。

【自己負担金】

　通院１か月につき1,000円まで（医療機関ごと）　

入院１日につき1,200円

※市町村民税非課税者については免除されます。

※学校におけるケガについては、治癒までにかかった

費用（薬局調剤分含む）が1,500円以上の場合は対象

外となります。（学校に申請してください。）

◆申請の詳細については、こども支援課児童福祉係ま

でお問い合わせください。

現況届の提出をお願いします。

　受給者証の有効期間が１月～12月のため、毎年11

月に更新手続きに必要な受給資格の確認を行っていま

す。該当される方には提出書類等を郵送いたしますの

で、手続きをお願いします。（８月の児童扶養手当現

況届が済んでいる方は、手続きは不要です。）

　なお、平成22年度（平成21年分）所得が未申告の方

は、審査ができませんので至急、申告を行ってくださ

い。

更　新

新　規

11月は児童虐待防止推進月間

見すごすな　幼い子どもの　ＳＯＳ
　　　－平成22年度「児童虐待防止推進月間」標語－ 　

　オレンジリボンには子
どもの虐待を防止すると
いうメッセージが込めら
れています。

オレンジリボン
　児童虐待は子どもの人権を著しく侵害し、心身の成長と人格の形成に
重大な影響を与えるとともに、次世代に引き継がれる恐れもあります。
子どもを虐待から守るためには、親の立場よりも子どもの立場が最優先
されなければなりません。
　町では、子どもたちの人権を守り、健全な発達を支援するために、関
係機関との連携を図り、児童虐待防止のための体制を強化しています。
問い合わせ　こども支援課（内線166）

性的虐待

　子どもにわいせつな行為をしたり、さ

せたり、見せたりすること。

身体的虐待
　なぐる、ける、投げ落とす、激しくゆ

さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる

など。

心理的虐待
　言葉によるおどかし、無視、兄弟間の

差別的扱い、子どもの目の前で配偶者や

そのほかの家族などに対し暴力をふるう

など。
ネグレクト

　家に閉じ込める、食事を与えない、ひど

く不潔にする、自動車の中に放置する、医

療機関に連れて行かない、保護者以外の同

居人による虐待を放置するなど。

児童虐待とは？

　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・
再
発
防
止

に
は
地
域
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
く
ば
り
」
「
気

く
ば
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救

え
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ん
な
サ
イ
ン
を

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と

・
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

・
表
情
が
乏
し
い

・
お
ど
お
ど
し
て
い
る

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
乱
暴
に
な
る

・
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

「おかしい」と感じたら迷わず連絡
　（通告）
「しつけのつもり…。」は言い訳　 

　（子どもの立場で判断）
「ひとりで抱え込まない」
　（あなたにできることから即実行）
親の立場より子どもの立場
　（子どもの命が最優先）
虐待はあなたの周りでも起こりうる

　（特別なことではない）

子どもを
虐待から守るための
5か条

見
落
と
さ
な
い
で
!!

子
ど
も
の
サ
イ
ン

　

ひ
と
り
で
、
ま
た
一
つ
の
機
関
で

は
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
」
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員

で
す
。
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
で
は
、
福
祉
・
保
健
医
療
・
教

育
・
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
さ

れ
る
「
三
芳
町
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
設
置
し
、
虐

待
を
受
け
た
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
要

支
援
が
必
要
な
家
庭
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

関
係
機
関
と
の
連
携

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

虐
待
な
ん
て

許
さ
な
い
ぞ

相

あなたの実行が
子どもを虐待から守ります



町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

国民年金

対 象者　以下の質問（基本チェックリストの運動機能の部
分）に３つ以上該当する方（65歳以上の方）

１．階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。

　⇒「いいえ」の方
２ ．椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がって　

いますか。⇒「いいえ」の方
３．15分ぐらい続けて歩いていますか。⇒「いいえ」の方
４．この１年に転んだことがありますか。⇒「はい」の方
５．転倒に対する不安は大きいですか。⇒「はい」の方

日時　12月２日 ～３月３日 、毎週木曜日

　　　午前10時～正午（全12回）

場所　藤久保公民館ホール
定員　30名　　費用　無料
内 容　一人ずつ簡単な体力測定をします。やわらかいボール
やゴムバンドを使って楽しみながら筋力アップをします。

自宅でできる運動のアドバイスをします。

申込み　健康増進課 地域包括支援センター（内線188・189）

介
護
予
防
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
輝
き
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
楽
し
く
、
笑
顔
で
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
応
援
し
ま
す
！

　

今
は
元
気
に
く
ら
し
て
い
て
も
、
今
後
の
事
を
考
え
る
と
少
し
不
安
が
あ
る
、
と
い
う
方
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
頭
や
か
ら
だ
を
積
極
的
に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身
の
衰
え
は
回
復
・
予
防
が
で
き
ま
す
。

健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

全
身
の
健
康
度
を
向
上
し
て
い
く
た
め
に
は
…

・
意
識
し
て
か
ら
だ
を
動
か
し
、
筋
力
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
事
を
見
直
し
、
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
お
口
を
手
入
れ
し
、
し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
外
に
出
る
楽
し
み
を
見
つ
け
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
時
間
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
も
っ
こ
体
操
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

家
か
ら
出
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
方

に
「
い
も
っ
こ
体
操
」
に
参
加
で
き
る
よ
う

声
か
け
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
各
地
区
で

の
い
も
っ
こ
体
操
実
施
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
く
方
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
と

は
決
め
て
い
な
く
て
も
「
い
も
っ
こ
体
操
」

や
介
護
予
防
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
の
受
講
も
可
能
で
す
。

※
「
い
も
っ
こ
体
操
」
は
、
高
齢
者
が
い
つ

ま
で
も
元
気
に
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
身

体
の
基
礎
と
な
る
筋
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
考
え
ら
れ
た
体
操
で
、
現
在
７
地
区
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

場　

所　

藤
久
保
公
民
館
ホ
ー
ル

　

定　

員　

30
名

　

参
加
費　

無
料

　

申
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

258

１
２
３
６

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
258

５
９
９
４

 

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　

養
成
講
座

日　　　　時 内　　　　容 講　　　師

１日目 11月10日
午後1時30分～3時30分

・介護予防について基本的理解
・実技

医　師

２日目 11月17日
午後1時30分～3時30分

・高齢者の筋力トレーニング
・実技

理学療法士

３日目 12月１日
午前10時～午後12時

・高齢者の身体機能を高めるには
・実技

健康運動指導士

４日目 12月８日
午後1時30分～3時30分

・高齢者に忍び寄る栄養問題
・実技

管理栄養士

い
も
っ
こ
体
操

広 報 み よ し（ ） 

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
し

て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

工　事　予　定　一　覧　表

▽
五
万
円
／
九
月
六
日

　

所
沢
会

▽
一
万
円
／
九
月
九
日

　

山
本
幸
三

▽
五
〇
〇
〇
円
／
九
月
一
三
日

　

エ
ヌ
テ
ィ
会

▽
二
三
六
六
円
／
九
月
一
三
日

　

藤
六
ド
リ
ー
ム
ズ

▽
三
〇
〇
〇
円
／
九
月
一
三
日

　

上
富
Ｊ
Ｖ
Ｃ

▽
四
四
三
七
円
／
九
月
一
三
日

　

藤
久
保
五
区
有
志

▽
一
〇
万
円
／
九
月
一
七
日

　

匿
名

▽
三
〇
〇
〇
円
／
九
月
二
一
日

　

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
金
沢

▽
一
万
七
四
四
円
／
九
月
二
四
日

　

三
芳
町
体
育
協
会

▽
一
万
円
／
九
月
二
八
日

　

長
嶋
義
雄

▽
三
万
三
五
八
五
円
／
九
月
三
〇
日

　

新
舞
踏
松
美
流
栄
扇
会

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

　
　
　

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

工事名 完成予定 備 　 考

街路樹管理業務委託
平成22年
12月14日

三芳町内

松風台自治会内（町道北
永井161・162・212号線）
道路改良工事

平成23年
１月31日

北永井第２区
距離136.70ｍ

国道254号・町道藤久保
44号線配水管切回し工事

平成23年
１月31日

藤久保第５、６区地内

町道藤久保54号線配水管
切回し工事

平成23年
3月16日

藤久保第２区地内

町道上富193号線舗装本
復旧工事

平成23年
１月31日

上富第３区地内

第27回三芳町青少年健全育成町民大会

日程　11月6日
　午後０時　　　開場（受付）
　午後０時30分　開会　
　午後０時50分　青少年の主張発表
　　　　　　　　中学生の部、高校生及び青
　　　　　　　　年の部
　午後２時５分　青少年活動発表
　　　　　　　　淑徳大学サークル「グリー 
　　　　　　　　クラブ」によるコーラス、

　　　　　「Shukutoku Music Club」 
による楽器演奏

場所　藤久保公民館
参加費　無料（直接会場にご来場ください）
　　※会場の都合により
　　　入場を制限する場
　　　合があります。

問い合わせ　社会教育課（内線515）
　　　　　　　　　FAX274 1056

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告にお

いて全額が社会保険料控除の対象となります。その

年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が

対象です。

　この社会保険料控除を受けるためには、支払った

ことを証明する書類の添付が義務付けられています。

　このため、平成22年１月１日から９月30日までの

間に国民年金保険料を納付された方については、

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が

本年11月上旬に日本年金機構本部から送付されます

ので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書

（又は領収証書）を添付してください。

　また、10月１日から12月31日までの間に今年はじ

めて国民年金保険料を納付された方については、来

年の２月上旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合

も、ご本人の社会保険料控除に加えることができま

すので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付の

うえ申告してください。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に

ついてのご照会は、控除証明書のはがきに表示され

ている年金事務所へお問い合わせください。

問い合わせ　住民課保険年金係（内線156）ＦＡＸ274－1101

（ ）町 の 動 き

　健康体操教室
（運動器の機能向上プログラム）
　　　　　　に参加しませんか？

※
日
時･

内
容　

下
記
表
参
照



〒356-0052　
ふじみ野市苗間1-13-28
TEL   049（261）6000（代）
FAX   049（261）4395（代）

HP　h t t p : / / w ww . i r um a t o h b u 1 1 9 . j p /
Emai l　shobo@irumatohbu119. jp（代）
火災の問い合わせ 049（263）0119（テープ案内）
救急病院の御案内  049（261）6000（休日・夜間）

－入間東部地区消防組合防火標語－

みんなの消防（ ） （ ）み ん な の 消 防

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
給
油
中
に
灯

油
が
こ
ぼ
れ
て
引
火
す
る
な
ど
、
給

油
中
の
不
注
意
に
よ
る
事
故
が
あ
り

ま
す
。

　

電
気
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
で
も
、
ス

ト
ー
ブ
上
方
に
干
し
て
い
た
洗
濯
物

が
落
下
す
る
な
ど
、
近
く
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
く
と
火
災
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

温
風
吹
き
出
し
口
の
前
に
置
い
た
ス

プ
レ
ー
缶
が
加
熱
さ
れ
、
破
裂
す
る

事
故
も
あ
り
ま
す
。

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
へ
の
給
油
の
際

は
、
必
ず
火
を
消
し
、
暖
房
器
具
の

近
く
に
は
、
燃
え
や
す
い
物
は
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
と
な
り
、
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
。
暖
房
器
具
の
誤
っ
た
使
用
や
、

不
注
意
に
よ
る
火
災
や
事
故
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ストーブ上方で、衣類等を

干すのは危険！

　

９
月
２
日
に
「
富
士
見
市
民
福
祉
活

動
セ
ン
タ
ー
・
ぱ
れ
っ
と
」
で
、
手
話

通
訳
と
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
用
し
た
要
約
筆
記

通
訳
を
行
い
な
が
ら
、
指
令
課
職
員
が

聴
覚
障
害
者
の
緊
急
時
連
絡
方
法
を
講

義
し
ま
し
た
。

講義のほか、受講者から多くの質

問が寄せられました。

　

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東

大
震
災
に
ち
な
ん
で
、
９
月
１
日
は
「
防

災
の
日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
季
、
各
地
で
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

８
月
29
日
に
ふ
じ
み
野
市
立
さ
ぎ
の
森

小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
入
間
東
部
地
区

合
同
防
災
訓
練
」
で
は
、
富
士
見
市
・
ふ

じ
み
野
市
・
三
芳
町
の
住
民
の
ほ
か
、
消

防
署
、
消
防
団
、
市
や
町
な
ど
、
災
害
時

に
お
け
る
各
機
関
の
連
携
を
訓
練
し
ま
し

た
。 合

同
防
災
訓
練
を
実
施

消火器による初期消火訓練

（入間東部地区合同防災訓練）

消防署と消防団の連携を確認

（総合火災防御訓練）

　

７
月
に
、
富
士
見
市
内
で
乗
用
車
内
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
救
出
、
迅
速
な
通

報
と
処
置
を
し
て
尊
い
命
を
救
っ
た
綜
合

警
備
保
障
株
式
会
社
機
械
警
備
隊
の
佐
々

木
優
一
さ
ん
に
対
し
、
消
防
本
部
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

写真左から、同社竹上和秀さん、

佐々木優一さん、消防長

　

８
月
27
日
に
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た

第
39
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
で
、
関

東
地
区
代
表
と
し
て
「
引
き
揚
げ
救
助
」

に
出
場
し
、
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

写真左から、照井・森山・吉

田・池田・田中各隊員

人
命
救
助
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
入
賞

聴
覚
障
害
者
の
集
い
で
、

講
義
を
実
施

暖
房
器
具
は
正
し
く

　
　
　
　

使
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
火
災
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
防

火
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
皆

さ
ん
か
ら
１

８
０
０
点
以
上
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
作
品
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
防
火
標
語
の
部
●

　

ふ
じ
み
野
市
在
住

　
　
　
　
　

鈴す
ず
き木
冨ふ

じ

お
士
夫
さ
ん

　
「
怖
い
の
は　

   

火
よ
り
あ
な
た
の　

慣
れ
油
断
」

●
防
火
習
字
の
部
●

　

三
芳
町
立
藤
久
保
小
学
校

　
　
　
　
　

佐
さ
き
ゅ
う久
温あ

つ
こ子
さ
ん

「消したかな」　あなたを守る合言葉
－２０１０年度全国統一防火標語－

■
９
月
９
日
は
救
急
の
日
■

　

10
月
11
日
に
ダ
イ
エ
ー
三
芳
店
を
会

場
と
し
て
お
借
り
し
、「
救
急
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
方
々
は
、
真
剣
な
表
情
で
応

急
処
置
や
心
肺
蘇
生
法
を
体
験
し
ま
し

た
。

多くの方が心肺蘇生

法等を体験しました。

救
急
フ
ェ
ア
を
実
施

－

防
火
作
品
の
紹
介

－

●
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部
●

　

富
士
見
市
立
諏
訪
小
学
校

　
　
　
　
　

柳
や
な
ぎ
さ
わ沢
愛あ
い
か花
さ
ん

分担金及び負担金　　　　　　２,６８０,２４７千円
・構成市・町からの負担金　　　　　　　９１.６％
組合債　　　　　　　　　　　　１３９,２００千円
・車両購入などの借り入れ金　　　　　　　４.７％
繰越金　　　　　　　　　　　　　９４,３２３千円
・昨年度からの繰越金　　　　　　　　　　３.２％
寄附金　　　　　　　　　　　　　　４,９７７千円
・消防施設に関する指導指針に基づく協力金０.２％
使用料及び手数料　　　　　　　　　１,９０４千円
・検査手数料など　　　　　　　　　　　　０.１％
その他　　　　　　　　　　　　　　５,７３５千円
・預金利子及び財産収入など　　 　　 　　  ０.２％

●負担金内訳●
　三芳町　　　　　　　　　　　４８３,９９４千円
　富士見市　　　　　　　　　 　９９８,７０７千円
　ふじみ野市　　　　　　　　１,１９７,５４６千円
　計　　　　　　　　　　　　２,６８０,２４７千円

収入　２，９２６，３８６千円

　

11
月
21
日

富
士
見
消
防
署
消

防
訓
練
場
で
、「
消
防
特
別
点
検
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
前
に
、
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野

市
・
三
芳
町
の
消
防
団
が
一
同
に

集
合
し
、
消
防
車
両
の
点
検
や
、

人
員
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
特
別
点
検
に
伴
い
、
同
日

午
前
７
時
に
、
約
１
分
間
防
災
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と

お
間
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

警
防
課

　

２
６
１

６
６
５
９

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

新
春
恒
例
の
「
消
防
出
初
式
」

を
挙
行
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
消
防
職
員
・
消
防

団
員
の
分
列
行
進
や
、
車
両
行

進
、
消
防
救
助
救
急
活
動
演
技

を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

・
平
成
23
年
１
月
９
日

　

午
前
９
時
15
分
開
始

・
ふ
じ
み
野
市
役
所
前

問
い
合
わ
せ　

警
防
課

　

２
６
１

６
６
５
９

　

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ

　

ま
す

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す

常備消防費　　　　　　　　  ２,５６７,１２７千円
・消防署にかかる費用　　　　　　　　　９０.２％
非常備消防費　　　　　　　　　１３８,４５９千円
・市や町の消防団にかかる費用　　　　　　４.９％
公債費　　　　　　　　　　　　１２８,８１４千円
・借入金返済にかかる費用　　　　　　　　４.５％
諸支出金　　　　　　　　　　　　　５,１７３千円
・装備近代化の積み立て費用　　　　　　　０.２％
議会費　　　　　　　　　　　　　　４,４３１千円
・消防組合議会にかかる費用　　　　　　　０.２％
総務費　　　　　　　　　　　　　　　２６７千円
・監査、公平委員会の費用　　　　　　　０.１未満
●非常備消防費（消防団にかかる費用）の内訳●
　三芳消防団費　　　　　　　　　１７,８９９千円
　三芳消防施設費　　　　　　　　１５,０４９千円
　富士見消防団費　　　　　　　　２１,８４２千円
　富士見消防施設費　　　　　　　１６,５２７千円
　ふじみ野消防団費　　　　　　　２７,８３２千円
　ふじみ野消防施設費　　　　　　３９,３１０千円
　計　　　　　　　　　　　　　１３８,４５９千円

支出　２，８４４，２７１千円

　
「
第
16
回
埼
玉
県
下
消
防
音
楽
隊
合
同

演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
内
12
消
防
本
部
の
消
防
音
楽
隊

が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時　

11
月
16
日

　
　
　
　

開
場
／
午
後
０
時

　
　
　
　

開
演
／
午
後
０
時
30
分

○
場
所　

富
士
見
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
「
キ
ラ
リ
☆
ふ
じ
み
」

　
　
　
　

富
士
見
市
大
字
鶴
馬

　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
３
番
地
１　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

　
　
　
　
　

２
６
１

６
０
０
４

ー県内の消防音楽隊が集合!ー

埼玉県下消防音楽隊
合同演奏会を開催します

　

11
月
９
日
〜
15
日
ま
で
「
全
国
秋
の
火

災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野

市
・
三
芳
町
で
は
、
合
計
47
件
の
火
災
が

発
生
し
、
10
名
の
方
が
負
傷
し
、
１
名
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
を
防
止
し
生
命
・

財
産
を
守
る
事
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
所
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
火
災
予
防
査

察
の
強
化
の
ほ
か
、
産
業
祭
な
ど
の
場
を

借
り
、「
火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。
す
べ
て
の
お
住
ま
い
に
設

置
が
必
要
な
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

展
示
、
地
震
体
験
車
、
消
防
音
楽
隊
の
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
内
の
防
火
対
策
を
普
及
す

る
た
め
、
消
防
職
員
・
消
防
団
員
の
指
定

し
た
地
区
の
「
一
般
家
庭
防
火
診
断
」
も

行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
お
宅
は
、
事
前
に
自
治
会

の
回
覧
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
物
品

販
売
等
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

●
火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
●

・
11
月
３
日

、
午
前
９
時
〜

　

福
岡
中
央
公
園

　

(

ふ
じ
み
野
市
産
業
ま
つ
り
会
場)

・
11
月
14
日

、
午
前
９
時
〜

　

三
芳
町
立
運
動
公
園

　
（
三
芳
町
産
業
祭
会
場
）

問
い
合
わ
せ　

予
防
課　

　

２
６
１

６
０
０
７

平
成
21
年
度 

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合　

決
算
概
要

火は出さぬ　心あわせて　まもる街

入間東部地区消防組合消防本部
三芳町・富士見市・ふじみ野市



年９月 日現在（町立図書館調べ）

活動
の場 名称 人数 活動の行事名 会場 対象 活動内容 回数

／年

町
立
図
書
館

ぐりぐら
ボランティア
（図書館に
  個人登録）

名

ぐりぐらタイム 中央図書館

６ヶ月～
１歳児

図書館員と協力して、絵本・紙芝居
の読み聞かせ。

２３歳児

３～８歳児

竹間沢
ぐりぐらタイム

竹間沢分館 １～４歳児

絵本
ワールド

中央図書館
１歳児～
小学生

三芳
太陽の家
おはなし訪問

三芳
太陽の家

心身障害者地域
デイケア施設

太陽の家
所員

ブック
スタート

保健
センター

４ヶ月児
親子

図書館員と協力し赤ちゃんからの読み
聞かせを推奨。待合室でも読み聞かせ。

えほんとにん
ぎょうのへや

中央図書館
１２歳児～

ボランティア主体で人形劇・絵本など。
１

３～８歳児 １

スイミー
おはなし会
（団体）

６名
スイミー
おはなし会

竹間沢分館
４歳児～
小学生

ボランティア主体で絵本・紙芝居・
本の紹介。

館内展示
ボランティア

１名 館内展示 中央図書館
展示ケース内に手製の人形を展示し、本や物語の
世界を紹介。

随時

町
全
体

おはなし
サークル
かにかにこそ
こそ（団体）

名
おはなし会、夜
語り、学校おは
なし訪問など

中央図書館、
歴史民俗資料
館、唐沢小学
校など

幼児～
おとな

昔話などの語りが中心。月例の勉強
会。

（定例
会を
除く）

小
学
校
（
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

藤久保小学校
「空風流（カ 
ラフル）」

名
朝の読み聞かせ、
学年お楽しみ会

藤久保小学校 全クラス
月２回の金曜日、計画に沿ってクラス訪問し
読み聞かせ。選書などの定例勉強会。

唐沢小学校
「学校応援団・
読み聞かせ」

６名 朝の読み聞かせ 唐沢小学校 全クラス
毎水曜日、計画に沿ってクラス訪問し、読み
聞かせ。随時勉強会。

竹間沢小学校
学習支援
ボランティア
「モモ」

７名 朝の読み聞かせ 竹間沢小学校 全クラス
月２回の月曜日、計画に沿ってクラスを訪問
し、読み聞かせ。随時勉強会。

地
域
文
庫

つくし文庫
世話役
２～３名

開庫／第３土曜日
午前 時～ 時

上富１区
　第１集会所

幼児～
小学生親子

距離的問題などで、町立図書館に来るのが困
難な子どもや親のために、児童書を貸出して
いる。読み聞かせや語りで本の楽しさも伝え
る。季節のおたのしみ会あり。（※場所など
の問い合わせは、図書館まで）

あらた文庫
世話役
２～３名

開庫／火曜日
午後３時～６時 分

荒田宅（三芳
東中学校近く）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

子どもの読書環
境サポート隊
『ほんのむし』

世話役
名

子どもの読書
環境サポート隊
「ほんのむし」

「町ぐるみで子どもを本好きに！」という思いと、地域の読書環境向上
を願う気持ちから生まれた読書ボランティアのネットワーク。質の高い
活動を目指しニーズに応じたテーマの勉強会を主催。活動を周知し協力
者・理解者を募る。次回主催講座は、 月 日（日）中央図書館にて。
（詳細は ページ「アンテナ」コーナー内参照）

☆読書ボランティアについての質問や参加希望は、中央図書館まで。 － 　ＦＡＸ －

子どもたちに本を読む楽しさを！
～町で活躍する子どもの読書ボランティアたち～

　三芳町立図書館は、平成２年7月の中央図書館開館をきっかけに、子どもと本を結ぶさまざまな事業を展
開させてきました。これらの事業は、「子どもたちに本を！」という想いを共有し、生き生きと活動してく
ださる多くの地域ボランティアに支えられています。

町制施行40周年

第 3 0回

月 日（日）いも煮会
開 催!

主催　三芳町産業祭実行委員会

協賛　三芳町・三芳町商工会・JAいるま野・三芳町各農業団体

　　　三芳町各商工業団体および三芳町各種団体

産

業
祭においで

よ
！

教 育 だ よ り（ ） ◆三芳町の子どもの読書ボランティア◆

雨天決行　午前9時30分から午後3時まで

会場／三芳町運動公園
お問い合わせ／産業祭実行委員会事務局
　　　　　　　（三芳町環境産業課）

月 日（日）



絵本ワールド（中央図書館） ブックスタートの待ち時間に
（保健センター）

スイミーおはなし会
（竹間沢分館）

ぐりぐらタイム２,３歳の部
（中央図書館）

新春おはなし会で南京たますだれ
（中央図書館）

館内展示「赤ずきん」
（中央図書館）

かにかにこそこそ「夜語り」
（歴史民俗資料館）

読書環境サポート隊主催講座で
「ブックスタート」の実践報告

（唐沢小学校）

（竹間沢小学校）

３年生お楽しみ会（藤久保小学校）

↓朝の読み聞かせ→

三芳町の子どもの読書ボランティア
活動の様子をご紹介します！

農産物品評会出品物
販売予約受付

品評会会場 9：50

ステージ 9：50

広場 10：10

ステージ 10：50

広場 11：10

入間東部地区
消防音楽隊演奏

みふじ幼稚園児
ピアニカ・鼓笛隊演奏

農産物品評会
入賞者表彰式

三芳町民謡連盟
民謡とおどり

オープニング（開会式）

ステージ 9：30

■開会のことば
産業祭実行委員会副会長
■名誉会長あいさつ
三芳町長
■主催者あいさつ
産業祭実行委員長
■来賓紹介

チャレンジしよう!
めかた当てゲーム

ブルーベリー苗木
本無料配布

コピス前路上 10：00

■ コピス前で配布
（先着200名）

本部テント隣 13：00

■11時から12時まで
　 本部テント前で参加者を
受付開始（先着50名）

三芳町商工会青年部
ビンゴゲーム

ステージ 12：50

■ 10時から青年部テント
前で配布（先着300名）

エンディング（閉会式）

ステージ 15：00

■閉会のことば
　産業祭実行委員会副会長

三芳の野菜を使った大鍋料理

 いも煮会
地元農家の穫れたて野菜を直径2メートルの大鍋で1000食分調理します

深まる秋の休日を暖かくて美味しい「いも煮」で楽しみましょう

■機材運搬および設営協力：三芳町災害対策協力会

■食材協力：三芳町農家組合長連絡協議会

■調理協力：三芳町赤十字奉仕団・つくし会

※ いも煮会イベントは、ステージタイムスケジュールと調整して進行し

ますので、進行時間はおおよその目安です。

9：40

材料
紹介

9：50

煮込み
開始

11：30

お味見
タイム

11：40

販売
開始

歌謡ショー

ちゃっぴー
（美川憲一ものまね）

父子デュオ
山田龍二&大輔

ステージ 13：30

第30回

三芳町産
業祭

プログラ
ム

MIYOSHI TOWN
 SANGYO FESTIVAL

三芳町青年農業者協議会（MAC-21）

（ ）教 育 だ よ り ◆三芳町の子どもの読書ボランティア◆

農産物品評会出品物
販売予約受付

入間東部地区
消防音楽隊演奏

みふじ幼稚園児
ピアニカ・鼓笛隊演奏

農産物品評会
入賞者表彰式

三芳町民謡連盟
民謡とおどり

オープニング（開会式）
チャレンジしよう!
めかた当てゲーム

ブルーベリー苗木
本無料配布

三芳町商工会青年部
ビンゴゲーム エンディング（閉会式）

三芳町青年農業者協議会（MAC-21）

歌謡ショー

１人前
100円



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

11月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

休

休

休

休休

◇

長野 ヒデ子 先生
絵
本作
家

講演会
～絵本『おかあさんがおかあさんになった日』から

『ひらがなにっき』まで～

【講師紹介】愛媛県生まれ。絵本やエッセイ、
紙芝居など幅広い創作活動を続けている。著作
は、演題絵本のほか、『いのちが見えるよ』
（岩崎書店）、『狐』（新美南吉作・偕成
社）、『せとうちたいこさんデパートいき
タイ』（童心社）など多数あり。日本の絵本
賞・文部大臣奨励賞、サンケイ児童出版文化
賞、日本絵本賞などを受賞。

★11月13日 13：30～15：30
藤久保公民館ホール

対象／おとなの方（３年生以上可）定員／150名

記念講演関連
ビデオ上映会

なまえをかいた　～吉田一子・84歳～

11月14日（日）10：00～12：00　　
対象：小学生～おとな

　　　※当日参加

☆

【内容】小さい頃から子守りに出、学校に通え
なかった吉田一子さんは、60歳を越えてから
識字学級に通い始めます…。絵本『ひらがな
にっき』（解放出版社）のモデルとなった彼女
の人生と、絵本が誕生する背景を紹介するド
キュメンタリー。

【地域文庫のお知らせ】
（児童書の貸出、お話会など。）
つくし文庫‥11月20日 、10：00～12：00
　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥毎火曜日15：30～18：00
　場所／荒田自宅にて
（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

休休

★

◆

〈中央図書館〉
◇読書のアニマシオン≪申込み受付中！≫
　ゲームのような読書会です！
　 ： ～ ： 　小学４～６年生　 名
　 講師：佐藤涼子先生（児童文学研究家・全
　　　日本語りネットワーク運営委員長）
ぐりぐらタイム

   （絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）
　第１・３金曜日　（保護者同伴）　
　 ～ 　 ヶ月～１歳
　 ～ 　２・３歳～
　第 ・ 火曜日　 ～ 　３～８歳
としょかんくらぶ－会員制ー　第４土曜日

 （読み聞かせとブックトークの会／小学生向き）
　 ～ 　１・２年生
　 ～ 　３～６年生
※ 月は、おとなも一緒に読み聞かせを楽
しむ「親子読書会」です。
＜竹間沢分館＞
ぐりぐらタイム

 （絵本・紙芝居など）
◆スイミ－おはなし会
（読み聞かせ・紙芝居・ブックトーク）
　 ～ 　４歳～小学生

※ 講演会の前に、図書館利用者の体
験発表、三芳町内読書ボランティ
アの紹介があります。

■問い合わせ・申込み
　＊中央図書館　 ２５８ ６４６４
　＊藤久保公民館　 ２５８ ０６９０

「
バ
ト
ン
パ
ス
」

　寒くなってきた今日この頃、いかがお過ごしでしょうか。

　皆さんは『冷え性』はご存知ですか？冷え性は体温調節

がうまくいかず、血液の流れが悪く末端まで血液が行き届

かなくなった状態の事を言います。実は冷え症は『肥満の

原因』の一つなのです。冷え症になると、代謝が悪くなり、

体を温めるために脂肪がつきやすくなってしまいます。

　そこで、ネギ・生姜・味噌汁や、繊維質が多く含まれて

いるゴボウ・キャベツなどの体を温める効果のある食品を

摂取すると、血行を良くすることができ、冷え性の改善に

つながります。

　サプリメントでは、美容・美肌に効果があると言われて

いる『ビタミンＣ』。ビタミンＣは血液の原料となる鉄の吸

収を促進し、毛細血管の機能を保持します。

　そしてもう一つは『若返りのビタミン』として最近注目

を集めている『ビタミンＥ』。例えば食品の場合、レバー・

アーモンド・玄米などから摂取することができます。ビタ

ミンＥは血行を良くしながらホルモン分泌を調整し、皮膚

や血管の老化防止に効果があります。

また日常生活では、ストレッチをした

り、40℃前後の湯船に浸かったりする

ことによって血行を促進し、体を温め

る効果があります。

　

　この冬は暖かい体、理想の体を目指して過ごしてみませ

んか？

※１日の摂取量の目安（厚生労働省による推奨量）

　　ビタミンＣ・・・100mg

　　ビタミンＥ・・・成人男性９mg／成人女性８mg

★フィットネスサポートを実施しています★

　トレーニングを始めたけれ
ども「自己流でイマイチ効果
が出ない…」「何をして良い
かわからない…」そんな時
は、我々スタッフにご相談く
ださい！ダイエット・健康増
進・筋力アップなど、目的に
合わせてトレーニングメニュ
ーをお作りします。
　毎日4回（ ／ ／ ／ ）
　約 分間
予約制です。総合体育館2階フィットネスルームに
てお尋ねください。（電話予約はできません。）

　

記
録
的
な
猛
暑
だ
っ
た
夏
が
過

ぎ
、
心
地
よ
い
秋
風
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
９
月
下
旬
、
上

富
小
学
校
で
は
「
三
芳
町
連
合
運

動
会
」
に
向
け
た
新
し
い
取
組
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
三
芳
町
連
合
運
動
会
」
は
、

毎
年
10
月
に
町
内
５
つ
の
小
学
校

の
５
、
６
年
生
全
員
が
三
芳
町
総
合

運
動
場
に
集
ま
り
行
う
運
動
会
で
す
。

種
目
は
100
ｍ
走
、
ハ
ー
ド
ル
走
、
障

害
物
走
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳

び
、
ボ
ー
ル
投
げ
、
長
縄
跳
び
、
綱

引
き
、
リ
レ
ー
な
ど
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
こ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の

種
目
を
選
び
出
場
し
ま
す
。
ど
の
種

目
も
過
去
の
記
録
が
残
っ
て
お
り
、

そ
の
記
録
を
少
し
で
も
更
新
で
き
る

よ
う
、
休
み
時
間
や
放
課
後
な
ど
も

使
っ
て
各
学
校
で
一
生
懸
命
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
取
材
し
た
上
富
小
学
校
で

は
、
小
中
一
貫
教
育
の
一
環
と
し
て
、

学
生
時
代
に
陸
上
競
技
を
さ
れ
て

い
た
三
芳
中
学
校
の
教
頭
先
生
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招

き
、
よ
り
専
門
的
な
練
習
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
ラ
ダ
ー
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
は
し
ご
状

の
用
具
を
地
面
に
置
き
、

歩
幅
を
固
定
し
た
中
で

走
り
方
の
フ
ォ
ー
ム
等

を
練
習
す
る
）
や
様
々

な
場
面
を
設
定
し
た
バ

ト
ン
パ
ス
の
練
習
等
で

す
。
小
学
校
の
担
任
の

先
生
方
は
子
ど
も
た
ち

の
記
録
が
少
し
で
も
伸

び
る
こ
と
を
考
え
、
三

芳
中
学
校
の
教
頭
先
生

の
指
導
を
も
と
に
、
工

夫
し
様
々
な
練
習
を
取

り
入
れ
体
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

教育トピックス

　

上
富
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は

三
芳
中
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
６

年
生
は
あ
と
半
年
で
三
芳
中
学
校

の
生
徒
に
な
り
ま
す
。
連
合
運
動

会
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
、
そ

の
中
で
学
ん
だ
様
々
な
こ
と
を
、

き
っ
と
新
し
い
中
学
校
生
活
で
も

い
か
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
取
材
で
見
た
練
習
風
景

は
、
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
パ
ス
だ
け
で

は
な
く
、
小
学
校
生
活
か
ら
中
学

校
生
活
へ
の
バ
ト
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に

渡
さ
れ
て
い
く
一
瞬
で
あ
っ
た
よ
う

に
も
思
え
ま
し
た
。

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　総合体育館　 258-0311

教 育 だ よ り（ ） 

第
八
回　

町
鳶

　

鳶と
び

職
と
は
、
建
築
関
係
の
仕
事
で
主

に
高
所
で
の
作
業
を
専
門
に
行
う
職
人
の

事
で
、
高
い
所
で
も
華
麗
に
動
き
回
る
こ

と
か
ら
「
現
場
の
華
」
と
称
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
「
鳶
の
も
の
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
場
で
の
統
制
が
と

れ
、
建
物
の
事
に
も
詳
し
く
高
い
所
に
も

慣
れ
て
い
る
の
で
、
か
つ
て
は
火
消
し
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
鳶
職

は
作
業
の
種
類
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
建

築
現
場
で
必
要
な
足
場
を
設
置
す
る
職
人

を
「
足
場
鳶
」
、
大
型
機
械
な
ど
の
重
量

物
を
建
物
内
部
に
設
置
す
る
「
重
量
鳶
」
、

ク
レ
ー
ン
な
ど
で
吊
り
上
げ
て
鉄
骨
構
造

の
建
築
物
を
組
み
立
て
る
「
鉄
骨
鳶
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
中
で
、
主
に
家

屋
の
建
築
を
担
い
、
建
築
業
務
か
ら
お
祭

り
な
ど
の
年
中
行
事
や
冠
婚
葬
祭
の
お
手

伝
い
ま
で
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
を

下
支
え
し
て
き
た
鳶
職
を
「
町
鳶
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

三
芳
に
も
町
鳶
が
お
り
、
そ
の
地
区
に

関
わ
る
土
木
工
事
な
ど
を
町
大
工
と
と
も

に
協
力
し
て
行
い
、
修
理
や
保
守
に
携
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
地
区
の
た
め

に
と
人
知
れ
ず
行
っ
て
い
た
事
も
あ
り
、

例
え
ば
下
水
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
ド
ブ

さ
ら
い
を
し
た
り
、
祭
礼
で
使
う
道
具
を

修
理
し
た
り
と
縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
っ

た
働
き
で
す
。
そ
の
た
め
人
々
は
、
町
鳶

を
地
区
の
「
抱
え
鳶
」
と
し
て
頼
り
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

北
永
井
の
小
幡
克
也
さ
ん
は
町
鳶
の
二

代
目
で
、
職
人
を
束
ね
る
鳶か

し
ら頭

で
す
。
幼

い
頃
か
ら
先
代
に
連
れ
ら
れ
て
建
築
現
場

を
訪
れ
て
、
自
然
と
道
具
の
名
前
や
使
い

方
を
覚
え
た
と
言
い
ま
す
。
「
町
鳶
は
、

義
理
と
人
情
と
痩
せ
我
慢
。
目
に
は
見
え

な
い
け
れ
ど
、
裏
方
と
し
て
地
元
と
人
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。
」
と
話

し
ま
す
。
そ
う
し
た
繋
が
り
が
華
や
か
に

現
れ
る
の
が
祭
礼
の
と
き
。
地
元
の
人
々

と
町
鳶
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
隔
年
で

行
わ
れ
る
上
富
ま
つ
り
や
北
永
井
の
秋
ま

つ
り
で
の
山
車
の
曳
き
廻
し
で
は
、
小
幡

さ
ん
が
拍
子
木
と
掛
け
声
で
山
車
を
誘
導

し
、
そ
の
指
示
で
ほ
か
の
職
人
た
ち
が
バ

ー
ル
を
使
っ
て
山
車
の
向
き
を
調
整
し
ま

す
。
「
山
車
の
調
整
は
微
妙
で
ね
。
全
体

を
見
な
が
ら
少
し
ず
つ
調
整
し
て
い
か
な

い
と
、
急
に
は
向
き
が
直
ら
な
い
。
囃
子

連
が
安
心
し
て
囃
子
に
打
ち
込
め
る
よ
う

に
運
行
し
な
け
れ
ば
ね
。
」

　

祭
り
の
も
う
ひ
と
つ
の
見
ど
こ
ろ
と
し

て
、
木
遣
り
唄
や
山
車
の
方
向
転
換
の
技

な
ど
、
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
町
鳶
の
名

脇
役
姿
を
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
す

か
？

▲写真は、平成 年に行われた上富まつりの
様子。 月３日（水・祝）には、北永井稲荷
神社の祭礼で山車の曳き廻しが行われます。

休

（ ）教 育 だ よ り

国民読書年・町制施行 周年・中央図書館 周年記念事業

☆



●
選
者
・
投
稿
先　

中
村
正
雄

　
（
三
芳
町
藤
久
保
三
八
四
七

－

二
五

258

－

４
３
５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
!!

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

－

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

朝
ま
だ
き
奥
津
城
の
敷
石
洗
ひ
を
り
気
の
つ
け
ば
油
蝉
賑
は
し

祖
父
江
桂
子

出
水
よ
り
望
む
北
の
空
は
真
黒
に
後
で
わ
か
り
し
原
爆
の
雲

八
重
倉
シ
ヅ
エ

憶
に
偲
ぶ
大
工
の
父
の
在
り
し
日
を
鋸
挽
く
様
や
釘
打
つ
様
を

折
田　

和
子

雨
宿
り
伊
香
保
の
街
の
蛇
の
目
傘
人
の
温
情
今
に
忘
れ
じ

星
野　

一
郎

病
む
母
の
足
摩
り
た
る
遠
き
日
の
不
意
に
浮
か
び
ぬ
己
が
足
揉
め
ば

鈴
木　

繁
子

酷
暑
の
夏
雑
草
取
る
も
ま
ま
な
ら
ず
荒
れ
た
畑
に
蒔
く
種
も
な
く香

川
日
出
子

猛
暑
の
陽
も
陰
り
来
て
風
鈴
は
今
を
出
番
と
涼
や
か
に
鳴
る

内
藤　

歌
野

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
咲
く
野
に
子
ら
二
人
駆
け
ゆ
く
子
ら
に
孫
を
思
い
り

井
上　

悦
子

じ
い
じ
い
に
会
い
た
か
っ
た
の
一
言
を
夫
聴
き
い
ま
す
や
孟
蘭
盆
会

泉　
　

郁
子

広
報
に
車
い
す
寄
贈
者
の
名
の
あ
り
て
篆
刻
の
師
は
妻
を
逝
か
し
む

町
田　

勝
男

北
永
井
在
住

　
　

橘
優ゆ

い衣
ち
ゃ
ん
・
優ゆ

う羽
ち
ゃ
ん

平
成

年

月
８
日
生

平
成

年
３
月

日
生

（
父
・
孝
二
）

（
母
・
佐
央
里
）

　

寝
る
の
が
趣
味
の
仲
良
し
姉
弟
で
す
。

　

寝
て
い
る
時
は
起
こ
さ
な
い
で
ね
！

藤
久
保
在
住

　
　

村
澤
琉り

ゅ
う
せ
い

星
ち
ゃ
ん

平
成

年
９
月
６
日
生

（
父
・
康
太
）

（
母
・
佳
子
）

わ
が
家
の
王
子
様
、
毎
日
元
気
い
っ
ぱ

い
!!

専
用
の
お
風
呂
で
ご
き
げ
ん
で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
に
１

回
「
育
児
相
談
」
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

育
児
相
談
で
は
、
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
に
よ
る
「
育
児
相
談
・

食
事
の
相
談
」
と
看
護
師
に
よ
る

「
身
体
計
測
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
受
付
時
間
内
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
計
測
の
み
受
け
る
事
も
出

来
ま
す
。

　

対
象
年
齢
は
、
０
歳
〜
就
学
前

の
お
子
さ
ん
で
す
が
、
主
に
０
歳

か
ら
幼
稚
園
入
園
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
多
く
来
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
乳
児
期
は
成
長
が
著

し
い
の
で
、
毎
月
の
身
体
計
測

を
通
し
て
わ
が
子
の
成
長
を
実
感

し
て
い
る
お
母
さ
ん
も
多
く
い
ま

す
。
ま
た
、
「
体
重
は
増
え
て
い

る
か
な
」
「
こ
の
子
育
て
の
や
り

方
で
い
い
の
か
な
」
「
予
防
接
種

の
順
番
は
…
」
等
々
、
子
育
て
の

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
を
確
認

し
た
り
、
情
報
を
得
た
り
す
る
た

め
に
来
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
が
遊
べ
る

ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る

の
で
、
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
の
様

子
を
通
し
て
、
お
母
さ
ん
同
士
の

会
話
が
は
ず
み
、
そ
の
場
で
お
友

達
に
な
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

子
育
て
は
楽
し
み
も
多
い
で
す

が
、
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
、

悩
み
も
い
ろ
い
ろ
と
出
て
き
ま
す
。

毎
日
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
い
る

と
、
時
々
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
時
、
気
持
ち
の
整
理
を
し
た
い

で
す
ね
。

　
「
こ
れ
で
い
い
の
か
な
…
」「
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
な
…
」「
こ

ん
な
こ
と
を
相
談
し
て
も
い
い
の

か
な
…
」
ど
ん
な
こ
と
で
も
大
丈

夫
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
も
し
育
児
相
談
ま
で
日

が
あ
り
、
「
困
っ
た
…
」
と
思
っ

た
時
は
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
人
で
か

か
え
こ
ま
ず
に
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー
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１
２
３
６　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

258

５
９
９
４

お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
一
緒
に
考
え
る
場

明
日
に
負
け
じ
と
白
し
団
子
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

正
三

秋
爽
の
早
瀬
に
入
り
て
竿
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

立
秋
や
異
常
気
象
に
堪
え
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

信
乃

百
日
紅
千
手
を
染
め
る
観
世
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
年
郎

鰯
雲
す
つ
ぽ
り
写
し
カ
ル
デ
ラ
湖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

か
ね

身
に
沁
み
る
妣
の
形
見
の
古
針
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

武

秋
祭
り
稚
児
よ
り
母
の
厚
化
粧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忽
滑
谷
紫
畔

一
群
の
コ
ス
モ
ス
揺
れ
る
鄙
駅　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　

　

茂

秩
父
路
に
響
く
豊
年
太
鼓
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

昌
雄

鳥
の
群
伸
び
つ
縮
み
つ
豊
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

瀞

尾
瀬
ヶ
原
池
塘
に
映
る
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
キ
ヨ
子

古
里
の
空
に
続
く
か
鱗
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
津　

和
子

む
さ
し
野
の
草
庵
に
咲
く
木
槿
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　

善
満

雨
に
濡
れ
揺
れ
て
輝
く
蜘
蛛
の
糸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
野　

澄
江

名
月
と
一
緒
に
歩
く
田
舎
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

浩
子

草
原
に
爽
や
か
な
風
揺
れ
て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

靖
子

提
灯
を
孫
先
頭
に
迎
え
盆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

正
彦

犬
も
寝
し
大
欠
伸
す
る
日
永
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野　

一
郎

老
い
る
と
は
冥
途
に
一
歩
身
に
沁
み
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

次
々
と
咲
い
て
は
落
ち
る
木
槿
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
片　

和
子

こんにちは ! サークル　　　藤久保剣道会

　

藤
久
保
剣
道
会
で
は
、
剣
道
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
「
礼
」
の
素
晴
ら

し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

「
で
き
な
い
」
と
頭
を
か
か
え
ず
に

「
必
ず
で
き
る
」
と
頑
張
れ
る
！
そ
ん
な

強
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
日
々
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

君
も
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

活
動
日　

　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　

毎
週
日
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

藤
久
保
第
一
区
集
会
所

入
会
金　

二
千
円
（
竹
刀
代
含
む
）

月
会
費　

千
円

指
導
者　

三
芳
町
剣
道
連
盟

連
絡
先　

志
村　

259

４
４
６
５

見
学
は
自
由
で
す
！
（
毎
週
日
曜
日
）

リ
ナ
リ
ア
・
プ
ル
プ
レ
ア

　

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
リ
ナ
リ
ア
属
。
多
年

草
。
リ
ナ
リ
ア
（
姫
金
魚
草
）
よ
り
も
草

丈
は
高
く
、
大
き
い
も
の
で
一
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
に
な
る
。
花
は
穂
状
で
強
健
。
や
や

暑
さ
に
弱
い
が
、
寒
さ
に
は
強
い
。

 

新
春　
『
こ
ぴ
す
亭
』 
笑
い
と
健
康

出
演
「
林
家
木
久
扇
」「
春
風
亭
柳
橋
」「
一
龍
斎
貞
友
（
講
談
）」

【
公
演
日
】　

平
成
23
年
２
月
12
日

　

開
演
／
午
後
２
時

【
会　

場
】　

コ
ピ
ス
み
よ
し
（
ホ
ー
ル
）

【
入
場
料
】　

全
席
指
定　

大
人
３

０
０
０
円

　
　
　

小
原
孝
の
ピ
ア
ノ
公
開
講
座

【
公
演
日
】　

11
月
24
日
　

開
演
／
午
後
６
時
45
分

【
会　

場
】　

コ
ピ
ス
み
よ
し
（
ホ
ー
ル
）

【
入
場
料
】　

一
般
１

０
０
０
円
、
学
生
無
料

　

健
康
的
で
楽
し
い　

『
口
笛
教
室
』

　

楽
器
経
験
が
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
！
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
、
初
歩

か
ら
上
級
者
ま
で
指
導
し
ま
す
。

【
会　

場
】　

コ
ピ
ス
み
よ
し 

（
多
目
的
室
・
ミ
ニ
ホ
ー
ル
）

【
開
催
日
】　

11
月
14
日
、
12
月
19
日
、
１
月
16
日
、
２
月
13
日
、

　
　
　
　
　
　

３
月
30
日
（
全
日
・
日
曜
日
）

　
　
　
　
　

※
最
終
回
は
口
笛
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
！

【
受
講
料
】　

３

０
０
０
円
（
４
回
分
）

【
講　

師
】　

日
本
口
笛
奏
者
連
盟
会
長　

橋
一
眞

※
詳
し
く
は
、
広
報
み
よ
し
11
月
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

　

三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）　

259

３
２
１
１

　

み
ず
ほ
台
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル　

Ａ
Ｇ
プ
ラ
ザ
ビ
ル
４
階

　

255

３
２
６
８

月
６
日
発
売
開
始

健
康
百
科　
　

三
芳
町
町
制
40
周
年
記
念
事
業

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

第51回町民体育祭 開催！

　 月 日（月･祝）、美しい青空が広がった体育の

日。 回目となる町民体育祭が、町立運動公園にて開

催されました。地域で一丸となった熱い戦いはもちろ

ん、ユーモア溢れる場面も見られ、参加者の方の汗と涙

（？）と笑顔が溢れる体育祭となりました。

夜神楽と祭囃子 

　 月２日 、三芳町に伝わるお囃子、里神楽といった郷土芸能

を鑑賞する「郷土芸能鑑賞の夕べ」が開催されました。歴史民俗

資料館前にある旧池上家住宅に野外特設ステージが設置され、竹

間沢の里神楽と上富のお囃子の公演を、多くの方が鑑賞しに来場

されていました。

交通安全を目指した街づくり

　９月 日 、ふじみ野市・東久保中

央公園にて、東入間地区交通安全フェア

が行われました。様々なイベントを通し

て、交通安全が呼びかけられていました。

笑う門には「福」来る！
　　　笑顔で長寿を祝う「敬老会」
　９月 日（月･祝）、敬老の日のこの日。

コピスみよしにて、長寿を祝う敬老会が行わ

れました。金婚式の表彰を始め、サムライ日

本、灘康次とモダンカンカンをお迎えしたア

トラクションなど、多くの方が笑顔で楽しむ

敬老会となりました。

（ ）ウォッチング ウォッチング（ ） 

３
時

分
よ
り
）

親
子
で
あ
そ
ぼ
う　

パ
ー
ト
４

日 
時　

月

日

、
午
前

時

分
〜

時

分

対
象　

乳
幼
児
親
子

定
員　

組
（
先
着
順
）　

参
加
費　

円

コ 
メ
ン
ト　

三
芳
町
の
美
味
し
い
さ
つ
ま
い
も

を
使
っ
て
、
簡
単
で
お
い
し
い 

ふ
わ
ふ
わ
蒸

し
パ
ン 

を
み
ん
な
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

秋
の
子
ど
も
服
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

日 
時　

月
４
日

、
午
前

時

分
〜

時

分

対 
象　

乳
幼
児
親
子　

内
容　

子
ど
も
服
の
リ

サ
イ
ク
ル
交
換
会
（
一
人
２
〜
３
点
選
べ
ま
す
）

コ 
メ
ン
ト　

親
子
で
わ
い
わ
い
お
似
合
い
の
服

を
選
び
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ー 

パ
ー
ト
６

日
時　

月

日

、
午
後
３
時

分
〜
４
時

分

対
象　

小
学
生
以
上

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り

第
４
回
も
ち
つ
き
大
会

日
時　

月

日

、
午
前

時
〜

時

分

対
象　

小
学
生
以
上
（
親
子
参
加
可
）

定
員　

名
（
先
着
順
）　

参
加
費　

一
人

円

内 
容　

も
ち
つ
き
体
験
、
会
食
（
き
な
粉
餅
や

お
雑
煮
な
ど
）

コ 
メ
ン
ト　

き
ね
と
う
す
で
お
餅
を
つ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
お
雑
煮
も
み
ん
な
で
楽
し
く
作

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

申 
込
期
間　

月
２
日
〜

日
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

「
３
館
合
同
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

選
手
募
集

日
時　

月
４
日

、
午
前

時
〜

時

分　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
集
合
午
前
９
時

分
）

会
場　

総
合
体
育
館
（
現
地
集
合
･
解
散
）

対
象　

小
学
生
以
上　

定
員　

名

申 
込
方
法　

月

日

ま
で
に
各
児
童
館
へ

竹
間
沢
児
童
館

藤
久
保
児
童
館

北
永
井
児
童
館

秋
の
子
ど
も
映
画
会

日
時　

月
６
日

午
前
の
部
…
午
前

時

分
〜

時

分

午
後
の
部
…
午
後
２
時
〜
４
時　

※
各

分
前
受
付

内
容　

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
冒
険
・
魔
女
の
宅
急
便
・
他

申
込
方
法　

児
童
館
で
無
料
チ
ケ
ッ
ト
配
布
中

北
児
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！

　

第
２
回
ロ
ン
グ
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
作
り
会

日
時　

月

日

、午
後
１
後

分
〜
４
時

分

対
象　

幼
児
親
子
・
小
学
生
以
上

定
員　

名
（
先
着
順
）

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

小
学
生
以
上

　

定
員　

名（
先
着
順
）

コ 
メ
ン
ト　

み
ん
な
の
大
好
き
な
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

を
楽
し
も
う
！

く
じ
ら
ｄ
ａ
ｙ
，
ｓ

日
時　

月

日

、
午
後
１
時

分
〜
３
時

場
所　

富
士
塚
公
園
（
児
童
館
集
合
）

対
象　

乳
幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上

コ 
メ
ン
ト　

ラ
ッ
プ
の
芯
や
紙
コ
ッ
プ
、
台
所
に
あ

る
ザ
ル
等
々
思
い
つ
い
た
物
を
持
ち
寄
っ
て
究
極

の
シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り
に
挑
戦
！
何
も
無
く
て
も
児

童
館
で
用
意
し
て
あ
る
の
で
大
丈
夫
で
す
よ
。

申
込
方
法　

事
前
申
込
（
当
日
参
加
可
）

備 
考　

雨
天
順
延
あ
り
…

日
・

日
（
午
後



広　　告広　　告

ひとり親家庭児童就学祝品制度

　町では、ひとり親家庭の福祉を増進

するために、低所得のひとり親家庭の

児童が小・中学校へ入学するとき、就

学祝品をさしあげています。

対 象　 ひとり親家庭の父・母または

父母のいない児童を養育している人

　 子が平成23年４月に小・中学校に

入学予定

　 平成22年度市町村民税非課税世帯

の人（生活保護世帯を除く）

　 ※平成22年１月１日の居住地が三芳

町以外の方は、平成22年度市町村民

税非課税証明書を添付ください。

　 ※上記の ～ の条件にすべて該当

する人

支給品目

　小学校入学児童/文具券（5,000円）

　中学校入学児童/図書券（5,000円）

申 込み　平成23年１月31日 までに、

こども支援課へ申込みください。

問い合わせ　こども支援課

　（内線165）　FAX274 1051

販売期間　12月24日 まで

手帳規格　価格／500円（税込み）

　規格／14cm×8.5cm

　色／黒・グレイッシュブルー

頒布場所　三芳町財務課

　埼玉県統計相談室（県庁第２庁舎１階）

　埼玉県県民活動総合センター

　 その他、県内一部の書店等にて販売

しています。

問い合わせ　三芳町財務課

　（内線412・413）　FAX274 1055

　埼玉県統計協会　 048 830 2330

平成 年版埼玉県民手帳の販売

「子育て支援センター」よりお知らせ

●なかよし広場（予約不要）
日 程　０歳児（ねんねひろば）／11月
２日 ・10日 ・18日 「身体測定」
　 ０歳児（ハイハイひろば）／11月４
日 ・11日 ・19日 「身体測定」

　１歳児／11月５日 ・16日 ・24日
　２歳児～／11月９日 ・17日 ・25日
時間　午前10時～12時
場所　子育て支援センター
●わくわくタイム（予約不要）
日 時　午前わくわく/11月１日 ・８
日 ・29日 「お誕生会」、午前10
時～12時
　 午後わくわく/11月１日 、午後１
時～２時30分　場所　藤久保児童館
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
●「なかよしコンサート」（予約不要）
日 時　11月30日 、午前10時30分～11
時30分　　場所　藤久保公民館
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
●「楽しい人形劇」（要予約）
日 時　11月22日 、午後１時30分～２
時30分　　場所　藤久保児童館
対象　１歳以上の子どもと保護者
●「３Ｂ体操」（要予約）
日 時　11月15日 、午前10時30分～11
時30分　　
場所　藤久保児童館
対象　２歳以上の子どもと保護者
問い合わせ　子育て支援センター
　 258 5106　FAX258 5136

納期限は、 月 日です
 国民健康保険税　　　　第５期
 介護保険料　　　　　　第５期
 後期高齢者医療保険料　第５期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

お　し　ら　せ

ひとり親家庭児童就学支度金

支給制度のご利用について

対 象　県内在住の平成23年４月に中学

校に入学する児童を扶養しているひ

とり親家庭の父・母及び父母のいな

い上記の該当の児童を養育している

方で市町村民税非課税世帯の方（生

活保護世帯を除く）

※ 市町村民税非課税世帯＝平成22年度

（21年分）の市町村民税において、

申請者及び同居している申請者の扶

養義務者（直系血族と兄弟姉妹）そ

れぞれ全員に対して決定された税額

が０円であった世帯。

※ 配偶者から１年以上遺棄されている

場合や配偶者が障害により長期にわ

たって労働できない場合なども該当

となりますので、窓口でご確認くだ

さい。

※ 平成22年１月１日の居住地が三芳町

以外の場合は、平成22年度の市町村

民税非課税証明書を添付ください。

支度金額　一人につき10,000円

申 込み　12月 28日 までに、振込先金

融機関の通帳（申請者名義の普通口

座に限る）を持参の上、こども支援

課児童福祉係へ申込みください。

　 （申請書は、各学校または担当課にて

配布）

※ なお、受付期限を過ぎますと申請を

受け付けられません。また、申請書

を提出しない方は支給されませんの

でご注意ください。

問い合わせ　こども支援課

　（内線165）　FAX274 1051

　埼玉県こども安全課

　 048 830 3337

日本脳炎予防接種第２種（再開）のお知らせはじめて子育て講座「ほっとサークル」乳がん検診（集団）

　視触診・マンモグラフィーによる乳

がん検診を実施します。

検査日　１月27日 ・28日 ・31日

受 付時間　9：00、10：00、11：00、

13：00、14：00、15：00

場所　保健センター

対象　三芳町在住の満30歳以上の女性

　（奇数月生まれの方）

定員　100名（定員を超えた場合は抽選）

検 査方法　視触診及びマンモグラ

フィー（乳房専用Ｘ線撮影）

自己負担金　2,000円

申込方法（往復ハガキにて申込み）

　記入例（※はがきを開いた状態）

日時・内容　

11月24日 、午前10時～11時30分

　自己紹介、子育てについての座談会

（保健師と一緒に）

12月１日 、午前10時～11時30分

　 離乳食についての座談会（管理栄養

士と一緒に）

12月７日 、午前10時～11時30分

　 子どもの遊びについて・絵本を通し

て（図書館司書と一緒に）

場所　藤久保公民館２階和室

対 象　平成22年７月～９月生まれのお

子さんとその親

定員　20組（先着順）

持 ち物　母子健康手帳・バスタオル・

赤ちゃんの使う物

費用　無料

申込み・問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

対 象　 ９歳～13歳未満（誕生日の２

日前まで）で２期を受ける人（１期

接種分は終了し、基礎免疫がある

方）→新ワクチンにて接種（公費）

ができます。

　 ９歳～13歳未満の人（誕生日の２

日前まで）で、１期初回及び、追加

（計３回）の接種が終了していない人

　 →第2期の年齢（９歳～13歳未満）

で、１期の不足分について公費（無

料）で接種できます。

　 また、第２期（４回目）についても、

公費（無料）で接種可能になりました。

　 ＊接種の間隔については、医師とご

相談ください。

接 種場所　三芳町・富士見市・ふじみ

野市の実施医療機関（ 共に）

＊予診票については、各医療機関にあ

りますが、保健センターでも配布して

います。

※接種の際は、医療機関へ予約の上、

母子健康手帳を持参し接種に行ってく

ださい。

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

　不動産に関する相談を受け付けます

日時　11月24日 、午後１時～４時

場所　役場庁舎１階　相談室

相 談員　 埼玉県宅地建物取引業協会

相談員　　相談時間　１人30分程度

問い合わせ　都市計画課

　（内線236・237）FAX274 1052

不動産相談のお知らせ

平成23年成人式のお知らせ

日時　平成23年１月10日（月・祝日）

　受付／午前10時50分～11時15分

　 ※尚美学園大学・弦楽四重奏／午前

11時～（予定）

　式典／午前11時20分～12時

場所　三芳町文化会館「コピスみよし」

対 象　平成２年４月２日から平成３年

４月１日までに出生され三芳町に在

住されている人

※ 対象者には、12月初旬にハガキを発

送します。

問い合わせ　教育総務課

　（内線535）FAX274 1056

※希望者が多い枠は、その枠ごとに抽選
になります。希望日時がない場合は、記
入の必要はありません。この場合は、希
望者が少ない枠での抽選になります。

申込締切　11月30日   ※当日消印有効

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994
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平成22年人権教育実践交流会「パパ・ママ応援ショップ優待カード」の切り替えはお済みですか？

～有効期限切れの優待カードは、使えません～

　「優待カード」の有効期限〔カード表面右下〕

が「平成22年 3月 31日まで」と記載されているカ

ードは、有効期限が過ぎているため、協賛店舗で

優待は受けられません。

　新しい優待カード〔カード表面右下〕には、バー

コード及びQRコードが印刷されていますので、

お手持ちの優待カードを確認してください。

　なお、対象世帯（妊娠中の方から中学３年生ま

でのお子さんがいるご家庭）で、新しいカードを

お持ちでない方は、至急新しいカードを受け取っ

てください。

問い合わせ　こども支援課（内線162～164）FAX274 1051

日 時　11月27日 、開場／午後１時、

開演／午後１時30分

場所　竹間沢公民館ホール

内容　 人権作文発表（朗読・表彰）

　 講演／ハンナのかばん～悲しみを

希望にかえて～

　 講師／石岡史子氏（ＮＰＯ法人ホロ

コースト教育資料センター代表）

※入場無料、手話通訳あり

問い合わせ　社会教育課

　（内線514・515）FAX274 1056

第２回染色教室～秋の草木染め～

　秋の植物や木の実でストールを染め

ます。伝統的な染色をお楽しみください。

日 時　11月18日 、午前10時～午後12時

30分　場所　歴史民俗資料館学習室

講師　三芳町草木染め研究会メンバー

定員　10名　

参加費　2,000円（材料代）

申込み　11月5日 より受付

問い合わせ　歴史民俗資料館

　 258 6655　FAX258 8466

第５回 入間東部地区合同最新遺跡報告会

　三芳町・富士見市・ふじみ野市のほ

か、今回は川越市・所沢市の発掘調査

成果もあわせて紹介します。出土品の

展示や、まが玉作り体験もあります。

日時　11月28日

　 遺跡報告会／午後１時30分～午後

４時

　 まが玉作り体験／午前10時～12時

　布を使い「トイペーパーホルダー」と「タオル掛け」を作ります。

日時　11月15日 、午前９時30分～12時

場所　中央公民館
講師　山浦和世氏　　　参加費　500円（材料費等）
定 員　15 名　
持ち物　針、ししゅう針、ハサミ、ピンセット、目打ち
申 込み　11月11日 までに、参加費を添えて中央公民館に

申込みください。

問い合わせ　中央公民館　 258 0050　FAX258 5466

“おトク感たっぷり”手芸講座

　クリスマスを彩る「プリザーブドフラワー」を使ったク

リスマスリースを作ります。

日時　12月８日 、午前10時～12時　　場所　中央公民館

講師　岸千恵氏　　参加費　2,000円（材料費として）

定員　20名　　持ち物　筆記用具、ハサミ、エプロン

申 込み　11月24日 までに、参加費を添えて中央公民館に

申込みください

問い合わせ　中央公民館　 258 0050　FAX258 5466

プリザーブドと木の実でつくる「クリスマスリース」

　午後１時30分～午後３時30分

場所　富士見市立ふじみ野交流センター

定 員　 ／100人、 ／午前・午後そ

れぞれ30人（ とも当日先着順）

参加費　 ／無料、 ／150円

主催　入間東部地区文化財保護連絡協議会

問い合わせ　社会教育課

　（内線517）　FAX274 1056

旧
カ
ー
ド

新
カ
ー
ド

竹間沢マンスリースクゥエアー vol

ピアノ＆エレクトーン　ミュージックイリュージョン

「～鍵盤楽器“ピアノ”と電子鍵盤楽器“エレクトーン”の饗宴～」
　今回のマンスリーは、鍵盤楽器代表格“ピアノ”と“エ

レクトーン”の融合のアンサンブル演奏会です。クラシッ

クからディズニーとクリスマス音楽の演奏で、幅広い年齢

層の方々に親しみ、楽しんでいただけるコンサートをお届

けいたします。

日時　12月４日 、開場／午後１時30分、開演／午後２時

場所　竹間沢公民館ホール
出演　光行桂子（ピアノ）、堀満江（エレクトーン）
参 加券　前売り／中学生以上 500 円、当日売り／中学生以
上 600 円　※小学生以下は参加整理券（無料）が必要です。

申込み　町内各公民館で参加券を購入してください。

主催　竹間沢公民館・マンスリースタッフ会議
問い合わせ　竹間沢公民館　 259 8311　FAX259 8345

「災害見舞金」制度のご案内

　三芳町に、住民登録された町民が「火災」「風水害」

「地震」「雷」などの災害に遭われた時、被害の程度に

応じて「災害見舞金」をお支払いたします。災害に遭われ

てから15日以内に「災害見舞金支給申請書」に「罹災証明

書」「住民票謄本」を添えて申請してください（死亡又は

負傷の場合は「医師の診断書」が必要です）。

問い合わせ　福祉課（内線172・173）　FAX274 1051

町制施行 周年

「秋の特別企画展」

～写真で見る 年前の三芳～

　歴史民俗資料館では、町制40周年を

記念し「企画展」を開催しています。

　40年前と現在の航空写真や風景の比

較、写真パズルやクイズなども用意し

ます。ぜひご見学ください。

期間　12月19日 まで

場所　歴史民俗資料館企画展示室

※ 期間中の下記日時に、資料館学芸員

による展示解説をします。

期日　11月７日 ・12月５日

時間　午前10時～及び午後１時～

問い合わせ　歴史民俗資料館

　 258 6655　FAX258 8466

第34回人権を考える集い

　川越人権擁護委員協議会入間東部部

会では、人権週間にちなみ「講演会」

を開催します。

日時　11月19日 、午後１時30分～４時

場所　三芳町文化会館「コピスみよし」

主 催　川越人権擁護委員協議会入間東

部部会

内容　

・ 全国中学生人権作文コンテスト埼玉

県大会優秀作品の朗読

・講演「静かなる慟哭」

　出演／表現倶楽部「言の葉」

定員　120名

問い合わせ　総合政策課

　（内線405）　FAX274 1055

2010入間郡人権フェスエィバル

　21世紀は人権の世紀といわれるよう

に、一人ひとりが日常生活における

様々な問題を人権の視点で見つめ、お

互いを尊重しあうよう心がけることが

大切です。人権問題への理解・関心を

深めることを目的に開催します。

日 時　11月13日 、午後０時30分～４

時30分

場所　越生町中央公民館　

公 演　阿波木偶箱廻し「福を運んだ人

形まわし」～私たちの暮らしと人権

問題～　※その他、子ども囃子、人

権作文朗読、物品販売等も行います。

※ 入場無料、事前申込み不要、手話通

訳有り

問い合わせ　総合政策課

　（内線405）　FAX274 1055

災害内容 見舞金額

災害による死亡 １人　　 100,000円

災害による療養期間３週間以上の負傷 １人　　　30,000円

災害による住宅の全壊（焼） １世帯　 100,000円

災害による住宅の半壊（焼） １世帯　　70,000円

災害による住宅の床上浸水 １世帯　　50,000円

火災の消火活動による水損 １世帯　　50,000円

火災の消火活動による農作物被害 １世帯　　30,000円

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

※ 座席数に限りがありますので、前売り券が完売になり次第、
当日券および参加整理券の配布を終了します。
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富士見市健康 
増進センター内 
東入間医師会 
第二休日診療所 

http://www.ne.jp/asahi/higashi-iruma/med/
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東入間警察 
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の
ご
案
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広　　告

無料相談のお知らせ
相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週火曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午後1時～3時30分（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉士
三芳町社会福祉協議会
 258-0122
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「保育所・学童保育室の入所受付」

お詫びと訂正

　「広報みよし10月号」に掲載しまし

た「保育所・学童保育室の入所受付」

（４・５頁）の記事について、誤りが

ありました。つきましては、下記のと

おりお詫びして訂正します。

■「保育所の入所資格」について

《 修正前》　平成17年４月２日から平

成22年９月30日までに生まれ、町内

に居住し、保護者が就労などにより

保育できない児童。

《 修正後》　平成17年４月２日から平

成22年９月30日（あずさ保育園を希

望の方は平成 年２月４日）までに

生まれ、町内に居住し、保護者が就

労などにより保育できない児童。

■「新しい保育園（あずさ保育園）の

開園」について

対象年齢

《 修正前》　生後７か月目（から小学

校就学前まで）

《 修正後》　生後３か月目（から小学

校就学前まで）

問い合わせ　こども支援課

　（内線162～164）FAX274 1051

期日　12月３日

受付時間　午前９時15分～10時

場所　保健センター　

対象　０歳～就学前

持ち物　母子健康手帳・筆記用具

問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994
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